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日中戦争 にお ける東ア ジァ

特集に あた っ て

　 中国現代史研究会 2013年度研究集会に お ける シ ン ポ ジ ウム 「東 ア ジア にお け る 日中戦

争」 の 会場は ， 研 究会史上は じめ て名 古屋に移 り 3A17 日 ， 金 山プ ラザホ テル で 開催 した 。

冒頭に趣意書を掲げる 。

日 中戦争 に お ける東 ア ジア

　 まず こ こ で は 日中戦争 を，狭義 の 意味で の 1937年 7E 以後 1945年 8 月 まで の 時期 と し

て 使用す る 。 ま た 日中戦争の 拡大 と して ， 1941年 12月 以後 ， ア ジア ・太 平洋戦争 が行わ

れ た が ， 日中戦争 とい う用語 の 中に ， ア ジア ・ 太 平洋戦争の 時期 と地 域を含む 。 した が っ

て こ こ で い う東ア ジア は広 く指せ ば ， 当時の 日本 が使用 した 「大東亜 」 の 地域 とほぼ同
一

の 地 域 と して 考 える 。

　 日中戦争開始まで に 日本は ，
「帝国」 内部に東ア ジア の 台湾，朝鮮 ，

「満洲」 を組 み込 ん

でい た。 中国本土お よび 他の ア ジア の 諸地域 は， 「帝国」 の 外部に あっ た 。

　本 シ ン ポ ジ ュ ウム で は ，
こ の 「帝国」 の 内外で の 日中戦争 につ い て 共通な コ ン セ プ トと

して 「動員 とそれに よ るア イデ ンテ ィテ ィ の 変容 と抵抗」を切 り口に して 議論 を行 い たい
。

とこ ろで 動員の 意味は ， 日本側に よ る動員 と ， 中国の 抗 日根拠地 で 行われ た よ うな抗 日側

の 動員の 両方 を含む し ， 直接的な政治， 軍事動員の み な らず ， 文化に よ る緩やか な動員 ＝

協力 も含む 。

　ア イ デ ンテ ィ テ ィ に つ い て は ， 当時の 台湾 ， 朝鮮で は
一

方で 大 日本 「帝国」 の 「臣民」

と して の 日本人化の ア イ デ ン テ ィテ ィ とともに ， 中国人 （台湾人 ）， 朝鮮人の ア イデ ン テ ィ

が存在す る 。 すなわ ち 日本人 化の ア イデ ンテ ィ テ ィ と各民族の ア イデ ン テ ィ テ ィが相克 し

てい た。台湾の 「高砂族」 の 場合 は ， 先住民 と して の ア イデ ン テ ィテ ィ が存在 し ， 日本人

ア イ ディ ン テ ィ は無論 ， 中国人 （台湾人 ）アイデ ン テ ィ テ ィ とも
一

致せ ず，それ らに 翻弄

された 。

　一方 日本軍が 攻め込ん だ中国の 華北で は ， 日本が 「東方 の 文化道徳の 発揚」 「東亜新秩

序 の 形成」 を唱 え，傀儡政権は，中共や国民 政府な どを伝統文化 ， 秩序を破壊す る勢力 と

して 批判 し，新暦 を使用 す る とともに ， 農暦 の 伝統的祭祀や諸節句 ， 廟 会な どが 復活 す る

な ど民俗 を利用 し， 農民 の 動員をはか ろ うと した
。 中共 も各抗 日根拠地 で 農民を抗 日に動

員 しよ うと した が ， そ の 場合 に最初は 国民政府の 記念 日構成 を行 っ て い たが ， そ の 後新暦
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と ともに傀儡政権 に対抗 して
， 農暦の 民俗 の 新暦の 時間 へ の 採用等 を行 っ て い っ た。 こ れ

らの 民俗利用 の 政治動員に つ い て農民 に よる基 層の 民俗 の ア イ デ ンテ ィテ ィ は ，両政権 に

対 して ， 変容 と民俗改造へ の 抵抗で もっ て 対処 した 。

　
一

方 タイ は ， も とも と 「帝国」 の 外 部に あ り， ア ジア
・太 平洋戦争後 ， 日本 と 「同盟 国」

とな っ た 。 そ こ で 日本 側 の 文 化宣伝 に よ るタイ 側 へ の 緩や か な動員指向 ＝ 協力指 向 ， と り

わ け相互 の 文化の 独 自性を超越 した 「東亜 文化の 興隆」 論に対 して ， タイ側が タイ と 日本

の 文化 の 相互 の 独 自性 を強調 し， 自らの 文 化の アイデ ン テ ィテ ィ の 保 持で も っ て 接 した 。

　以 上 の よ うに 日中戦争の 東ア ジア にお ける 「帝国」 内外 の 多様 な影響を ， 共 通 な コ ン セ

プ トとして 「動員 とそれに よ るア イデ ン テ ィ テ ィ の 変容 と抵抗」 を切 り口 に して 議論 した

い
。 すな わ ち歴 史学の 問題 と して ， 日中戦争史 を 「侵略 と抵抗」 の 二 項対立 か ら解放 し，

各地 にお ける よ り多様性を持 っ た もの と して 具体的に議論 した い 。

本年 は 4 名の パ ネ リス トが報告 したが ，パ ネ リス トと報告題名 ， コ メ ンテ
ーター ・司会 ・

コ ーデ ィ ネー ター は以下 の 通 りで あ る 。 シ ン ポ ジ ウム の 参加 者 は 42名 で あ り，報告及び

コ メ ン トを踏ま え活発 な討論が行われ た。

パ ネ リス ト

　　丸田 孝志 （広 島大 学 ）

　　　 「時間を巡 る 日中戦争
一

満州 国
・
華北傀儡政権 ・中共根拠地 の時間とセ レモ ニ

ー　」

　　菊池
一

隆 （愛知学院大学 ）

　　　 「台湾原住 民か ら見 るア ジア ・太平洋戦争一 高砂 義勇隊 の 実態 と歴 史的位置　」

　　三 ツ 井崇 （東京大学 ）

　　　「揺 らぐ 『内鮮
一

体』像
一

日中戦争期朝鮮 『皇民化』政策と知識入
一

」

　　加 納 寛 （愛知 大学 ）

　　　「戦時下 日本の 対タイ文化宣伝」

　 　 コ メ ンテ
ー

タ
ー

　　　柴 田哲雄 （愛知学院大学 ）

　　　西村成雄 （放送大学 ）

　　司会兼 コ ーデ ィ ネーター

　　　馬 場毅 （愛知大学 ）
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